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平成17年度後期PAC評点分布
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放射光共同利用実験審査委員会速報

実験企画調整担当　小林　克己（KEK・PF）
宇佐美徳子（KEK・PF）

　2005年７月 12日，13日に放射光共同利用実験審査委員
会が開かれました。審議の結果，以下のような実験課題が
採択されました。

１．G型，P型の審査結果。
　今年 5月 6日に締め切られた平成 17年度後期の G型，
P型の共同利用実験課題申請には G型 231件，P型 9件の
応募があり，G型 227件，P型 9件（G型から P型に変更
になった 1件を含む），計 236件の課題が採択され，不採
択が 4件となりました。採択課題のうち，条件付きとなっ
たものは 5件でした。採択課題名および申請課題に対する
評価の分布は別表を参考にして下さい。

２．Ｓ 2型課題の審査
　以下の 2課題が審査委員によるヒアリングをへて，本委
員会で審査され，採択となりました。

課題番号　2005S2-002
課題名　「コンビナトリアル高分解能光電子分光による半
導体・磁性体ナノ構造の in-situ解析」
（責任者　東京大学，尾嶋正治）

課題番号　2005S2-003
課題名　「放射光Ｘ線回折による磁場誘起相転移の研究」
（責任者　東北大学，有馬孝尚）

３．PF研究会
　17年度後期に開催される PF研究会として以下の３件が
採択されました。
１）「放射光の臨床応用研究会」
　　提案代表者：山口　巌（筑波大），宇山親雄（広島国

際大），安藤正海（物構研）
　　開催予定時期：平成 17年 10月または 18年 1月

２）「Ｘ線非弾性散乱を用いた物性研究 III」
　　提案代表者：河田洋（物構研），櫻井吉晴（JASRI）
　　開催予定時期：平成 18年 1月

３）「低速電子顕微鏡，光電子顕微鏡を用いた研究の新展開」
　　提案代表者： 越川孝範（大阪電通大），小林啓介

（JASRI），木下豊彦（JASRI），小野寛太
（物構研），尾嶋正治（東大）

　　開催予定時期：平成 17年 11月

４．その他
１）6月の PACでみとめられた申請課題の審査に論文出
版状況を反映させる基準・方法の詳細が議論され，承認さ
れました。その結果，PAC分科会での審査方針に関する
文書「共同利用実験課題審査方法の基本方針について」に
以下の項目が付け加えられました。次回の審査からこの方
針が適用されます。

６）これまでに複数の採択された課題が実施されたに
もかかわらず，PF出版データベースに登録された報文
の数が著しく少ない申請者（注）については，その理
由を記した説明書を提出していただいています。審査
に当たってはこの点も考慮に加えて下さい。それによ
って，最大 0.5点まで最終決定評点を減点することも
可能です。
（注）審査中の課題が有効になる時点で，2年から 6年
前の期間に採択された課題が 2件以上あり，半数以上
の課題について報文が登録されていない実験者を「報
文の数が著しく少ない実験者」とします。

２）前回の PACで認められた外部資金などの獲得状況の
記載を明記した申請書の新しい書式が紹介された。

３）S2型課題の申請締め切り日が，G型，P型と同じ日
に設定されたことが報告された。次回の締め切りは S2型，
G型，P型ともに，11月 4日（金）となります。

４）北京放射光施設（BSRF）の運転停止期間中に中国
のユーザーを受け入れる制度を検討し，中国側の申請
を BSRFでとりまとめ，BSRFの意見を付して PFに申請
し，通常通りの審査を行うというMOU（Memorandum of 

Understanding:覚書）を締結準備中であることが報告され
た。
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課題審査の変更点について

放射光科学第一研究系主幹　野村 昌治

　放射光を利用した個々の研究は small scienceですが，PF

の建設，運転には多額の税金が使われており，行政側から
は big scienceと見なされます。このため，毎年総合科学技
術会議（CSTP）によるヒアリングを受け，「見解」を頂い
ています。CSTPでは「ビッグサイエンスについては，基
礎研究全体の中でのバランスに配意。その上で，個々のプ
ロジェクトについてグローバルな観点からの評価ととも
に，費用対効果を厳格に検証し，その実施や継続の適否に
ついて，専門的な立場からとともに，国民的な観点も踏ま
えて判断し，我が国の発展の源泉となるものについて，効
果的，効率的に推進」と記しており，PFから投資以上の
成果が出ていることをアピールすることが重要です。
　PFでは毎年，350件程度の課題が採択され，500報前後
の報文が登録されています。平均して，1課題当たり 1.4
報の報文という計算になります。一方で，調査をすると報
文が登録されていない課題も見られます。報文・学位論文
は高いレベルの研究が PFを用いてなされ，その成果が社

会に還元されていることを示す一つの指標です。特に学位
論文は大学共同利用研究所が大学における教育に貢献して
いることを示す一つの指標となります。
　報文が出版されても PFの出版データベースへ登録され
なかったり，貴重なビームタイムを使用しながら長期に亘
って報文が出版されないことは好ましいことではありま
せん。このため，p.36の実験審査委員会速報に記した様に，
著しく報文数の少ない方には説明を求めることとしました。
　研究によってはなかなか報文に結び付かなかったり，
様々な困難のために期待通りの成果が出ないことがあるこ
とは十分に理解しており，従って，報文数に応じて機械的
に評点を操作することは考えていません。趣旨をご理解の
上，報文，学位論文を忘れずに登録して下さい。
　PF-PACにおける課題審査は放射光関係の専門家集団で
あるため，どうしても放射光的観点が強くなりがちです。
一方で放射光利用の経験は浅いが，画期的な材料開発等を
されていて，放射光を使って研究をすることで優れた研究
成果が期待されることもあります。このような違った視点
からの評価も含めるという観点で外部資金等の獲得状況を
記して頂くこととしました。PFとしては外部資金を獲得し
ていないから評価を下げると云うことは考えておらず，提
案者らの研究の重要性をサポートする資料とお考え下さい。

2005G087 2C

2005G088 Fe-57 NE3A

2005G089 Si 18A, 1C

2005G090 19A

2005G091 7B, 18A

2005G092 MgO 11A, NE1B

2005G093 Si X 18A, 19B

2005G094 NE3A, 14A

2005G095 O 1s x MoO3  O 2p 2C

2005G096 Pr(RuxOs1-x)4Sb12 1B, 4C

2005G097 Si K FexCo1-xSi Fe/Al/Si 11B, 2A

2005G098 Fe/Ni, Co/Fe/Ni 7A, 11A

2005G099 2C

2005G100 NE3A

2005G101 MBE 2C

2005G102 X 19B, 2C

2005G103 GaP(001) In 1C, 18A

2005G104 X Ti 2C
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放射光セミナー
題目： 糖転移酵素と先天性筋ジストロフィー　     

講師： 遠藤玉夫氏（財団法人東京都高齢者研究・福祉振興財団　東京都老人総合研究所）
日時：  2005年 4月 26日（火）　13:30

題目： メゾスコピック磁性体の磁気イメージング　     

講師： 小野寛太氏（物構研・PF）
日時： 2005年 4月 27日（水）　13:30

題目：Structural basis of actin regulation by Formins and Rho GTPases

講師：大友崇紀氏 (Department of Biochemistry, University of Texas Southwestern Medical Center at Dallas)

日時：2005年 6月 17日（金）　14:00～

題目： レーザーコンプトン散乱による高輝度Ｘ線源の開発とその利用
講師： 酒井文雄氏（住友重機械工業（株）技術開発センター）
日時：2005年 6月 21日（火）13:30～ 14:30

題目： 産総研における真空紫外線からＸ線までの標準
講師： 齋藤則生氏（産業技術総合研究所　計測標準研究部門）
日時：2005年 7月 14日（木）13:30～ 14:30

物構研セミナー
題目： 高温超伝導関連物質と遷移金属酸化物の共鳴Ｘ線発光分光
講師：小谷章雄氏（物構研 PF，理研 SPring-8）
日時：2005年 6月 9日（木）　13:30～

題目： 磁性／非磁性積層膜の間接交換結合と共鳴Ｘ線磁気分光散乱
講師：橋爪 弘雄氏（KEK-PF共同研究員）
日時：2005年 6月 24日（金）　13:30～

最新の情報はホームページ (http://pfwww.kek.jp/pf-seminar/)をご覧下さい。

第 5回物質構造科学研究所運営会議次第

日時：平成 17年 4月 22日（金）13:30～（管理棟大会議室）
１．協　議
① 教員の人事について　放射光科学第二研究系　教授１名
② 教員の人事について　放射光源研究系　　　助教授１名
③ 学術研究フェローの特定人事について
④ 物質構造科学研究所客員研究員の選考について
⑤ 大強度陽子加速器計画推進部客員研究員の選考について
⑥ 放射光共同利用実験審査委員会の委員の改選について
⑦ 中性子共同利用実験審査委員会の委員の改選について
⑧ ミュオン共同利用実験審査委員会の委員の改選について
⑨ ポール・シェラー研究所とのミュオンスピン分光に関する共同
　 研究覚書の締結について

２．所長等報告
① 所長報告
② 加速器研究施設関係報告
③ 共通基盤研究施設関係報告
④ 大強度陽子加速器計画推進部関係報告
⑤ 素粒子原子核研究所関係報告
⑥ その他

第 6回物質構造科学研究所運営会議次第

日時：平成 17年 6月 24日（金）　13:30～（管理棟大会議室）
１．協　議
① 教員公募（案）について　中性子科学研究系　教授１名
② 教員公募（案）について　中性子科学研究系　教授１名
③ 教員公募（案）について　放射光科学第二研究系　助手１名
④ 教員公募（案）について　放射光源研究系　助手１名
⑤ 大強度陽子加速器計画推進部客員研究員の選考について
⑥ 次期所長候補者について

⑦ 平成 17年度下期中性子共同利用実験課題審査結果について

２．所長等報告
① 所長報告
② 加速器研究施設関係報告
③ 共通基盤研究施設関係報告
④ 大強度陽子加速器計画推進部関係報告
⑤ 素粒子原子核研究所関係報告
⑥ その他
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放射光共同利用実験審査委員会実験課題審査部会委員名簿
　　　　　　　

氏　名 所　　属　・　職　　名 分科

　朝倉　清高 　北海道大学触媒化学研究センター・教授 化学・材料

　伊藤　正久 　群馬大学工学部・教授 電子物性

　奥田　浩司 　京都大学国際融合創造センター・助教授 化学・材料

　柿崎　明人 　東京大学物性研究所・教授 電子物性

　神谷　信夫 　大阪市立大学大学院理学研究科・教授 生命科学Ⅰ

　桑島　邦博 　東京大学大学院理学研究科・教授 生命科学Ⅱ

　佐々木　聡 　東京工業大学応用セラミックス研究所・教授 構造物性

　高田　昌樹 　高輝度光科研究センター・副部門長 構造物性

　高橋　敏男 　東京大学物性研究所・助教授 構造物性

　武田　　徹 　筑波大学大学院人間総合科学研究科・講師 生命科学Ⅱ

　竹村　謙一 　物質・材料研究機構物質研究所・主席研究員 構造物性

　田之倉　優 　東京大学大学院農学生命科学研究科・教授 生命科学Ⅰ

　中井　　泉 　東京理科大学理学部第一部・教授 化学・材料

　野島　修一 　東京工業大学大学院理工学研究科・助教授 化学・材料

　馬場　祐治 　日本原子力研究所関西研究所・主任研究員 化学・材料

　平井　光博 　群馬大学工学部・教授 生命科学Ⅱ

　藤森　　淳 　東京大学大学院新領域創成科学研究科・教授 電子物性

　三木　邦夫 　京都大学大学院理学研究科・教授 生命科学Ⅰ

　宮原　恒昱 　首都大学東京都市教養学部・教授 電子物性

　村上　洋一 　東北大学大学院理学研究科・教授 構造物性

　横山　利彦 　自然科学研究機構分子科学研究所・教授 化学・材料

所
内
委
員

　松下　　正 　物構研・副所長 －

○野村　昌治 　物構研　放射光科学第一研究系・研究主幹 －

　河田　　洋 　物構研　放射光科学第二研究系・研究主幹 －

　春日　俊夫　 　物構研　放射光源研究系・研究主幹 －

　飯田　厚夫　 　物構研　放射光科学第一研究系・教授 化学・材料

　伊藤　健二 　物構研　放射光科学第一研究系・助教授 電子物性

　小林　克己 　物構研　放射光科学第一研究系・助教授 生命科学Ⅱ

　澤　　　博 　物構研　放射光科学第二研究系・教授 構造物性

　柳下　　明 　物構研　放射光科学第一研究系・教授 電子物性

　若槻　壮市 　物構研　放射光科学第二研究系・教授 生命科学Ⅰ

　　　　　　　 ○ 部会長　　　　任期：平成 17年 4月 1日～平成 19年 3月 31日 

実験課題審査部会委員名簿（分科会別）
電子物性 構造物性 化学・材料 生命科学Ⅰ 生命科学Ⅱ

伊藤　健二 佐々木　聡 朝倉　清高   ＊神谷　信夫 桑原　邦博 春日　俊夫

伊藤　正久 澤　　　博 飯田　厚夫 田之倉　優 小林　克己 河田　　洋

柿崎　明人 高田　昌樹 奥田　浩司 三木　邦夫 武田　　徹 野村　昌治

  ＊藤森　　淳 高橋　敏男 中井　　泉 若槻　壮市   ＊平井　光博 松下　　正

宮原　恒昱 竹村　謙一 野島　修一

柳下　　明    ＊村上　洋一 馬場　祐治

  ＊横山　利彦

＊分科会責任者
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放射光共同利用実験審査委員会研究計画検討部会委員名簿
　　　　　　　

氏　名 所　　属　・　職　　名

所

外 

委 

員

　朝倉　清高 　北海道大学触媒化学研究センター・教授

　雨宮　慶幸 　東京大学大学院新領域創成科学研究科・教授 

　柿崎　明人 　東京大学物性研究所・教授

　佐々木　聡 　東京工業大学応用セラミックス研究所・教授

　高田　昌樹 　高輝度光科研究センター・副部門長

　武田　　徹 　筑波大学大学院人間総合科学研究科・講師

　藤森　　淳 　東京大学大学院新領域創成科学研究科・教授

　三木　邦夫 　京都大学大学院理学研究科・教授 

　宮原　恒昱 　首都大学東京都市教養学部・教授 
　村上　洋一 　東北大学大学院理学研究科・教授

　八木　健彦 　東京大学物性研究所・教授 

所
　
内
　
委
　
員

　松下　　正  　物構研・副所長

　野村　昌治　 　放射光科学第一研究系・研究主幹 

○河田　　洋 　放射光科学第二研究系・研究主幹 
　春日　俊夫 　放射光源研究系・研究主幹

　飯田　厚夫　 　放射光科学第一研究系・教授 

　伊藤　健二 　放射光科学第一研究系・助教授

　小林　克己 　放射光科学第一研究系・助教授 

　前澤　秀樹 　放射光源研究系・教授

　柳下　　明 　放射光科学第一研究系・教授
　若槻　壮市 　放射光科学第二研究系・教授

　　　 ○ 部会長　　　　　任期：平成 17年 4月 1日～平成 19年 3月 31日 

平成 17年度客員研究員一覧

氏　名 所属・職名 客員教授等の名称

朝倉　清高 　北海道大学触媒化学研究センター・教授 客員教授

有馬　孝尚 　東北大学多元物質科学研究所・教授　 客員教授

腰原　伸也 　東京工業大学大学院理工学研究科・教授 客員教授

藤森　　淳 　東京大学大学院新領域創成科学研究科・教授 客員教授

渡辺　信久 　北海道大学大学院理学研究科・助教授 客員助教授

若林　克三 　大阪大学大学院基礎工学研究科・教授 客員教授

花木　博文
　高輝度光科学研究センター・
　加速器部門線型加速器グループリーダー

客員教授

加藤　政博
　自然科学研究機構　分子科学研究所
　極端紫外光研究施設・教授

客員教授
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